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没眠晒含賓科

独立行政法人奈良文化財研究所

飛鳥藤原宮跡発掘調査部
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右＊9遺踪•水請遵I厨円璽示4霧髯i （疇『霞『から）1

0 
斉明朝の姿を、岡査！必果にK胆な推栂lをhlIえて復元どtLた。手前直）が水洛迅跡の街湘」台（水片計台）、奥（北｝
が石神逍跡で、西側の1Lし化且iを迎貸餡、頑慨の区l叫と石敷広楊を繋・店の籾としましな。
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しゅみせ人，

石神迫跡は飛鳥寺の西北に位i笙します。19(）2年に須弥山

石、石人像（韮要文化財）が掘り仕＼されました。日本杏紀には
が：Lら

飛烏寺の西、あるいは甘樫丘の東の川」：．に矩弥山を作り、都
から i• ね lj4iと え入しみll:J.亡

貨羅、多禰鶉、隼人、蝦夷Jよrt丸と呼ばれた律令国家周辺の人々
迂 うえん

を迎えて饗役をしたとありJi神追跡はこの饗宴施設だったよ

うですn

）ヽ
右神這踪の調査 f

奈良文化財研究所は1981年から石神辿跡の調査を継続

的に実施しています。追構は大きくA:H1J(711|：紀前葉～中葉）、

B叫)(7 t阻紀後葉） 、C期 (7批紀末•-8tlt紀初）に区分できます。

期には長方形区圃か東西に並ぶ大規校な建物群が展開し、

北側には倉庫群があります。B期に建物を全て壊して咽冬地後、

再び建物群が建ちます。C1り」には方形の施設の東側に南北

の而線姐路がつくら1

辿跡俺11りは南北約180mで、南は飛島寺の北面大垣の北

1n1Jの東西塀(]・3・10次』肘」き）、北は東西）jド」の石組ii府と塀(l39

14次調在）で区画されています。辿跡の北には古代の幹線辺
わペ

路であるl!＂li魯[l_llfl姐があります。

査区位置＂亙
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沢地掘り下げ部
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今回の調査

今回の調査は、石神辿跡北側と阿倍山田迎との側の状況

を検討するために、l5"'］6次調査の東側を対象に実施しました。

調在区は北区と南区の2つの調杏区に分けて調査しています。

如構には4時期の変造があります。
しよう＜た＜ち ilさ

A期以前： 調介区の大祁分は沼沢地にあたります。束降は礫

を多く含む砂層で、北区東南部、南区東北祁で急な領斜をも
され

てたちあがることがわかりました。沼沢池は砂礫と粘土が交止

に推積していました。

B期： 沼沢地を埋め立て℃整地をおこないます。北l名には南

北塀が設けられます。杜Ii¥l陥は2.]mで、調査区内で柱穴5邸
こ9

を確認しました。他に、土坑やi隊がありますが、辻物等の施設9

希薄な場所でした~1

C期： 再び整地がおこなわれます。l付北溝2が存在します。南

の14次調査で確認された南北道路の政側溝は1月瞭には確，忍

できませんでした。

奈良時代以降： 東西溝、南北溝3がありますe16次調1tで確

認された溝の東佃l延長部分にあたります ≪-J
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紐土土器
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出土這物 0

はじ き すえさ

土器 ：土師器と須恵器があります。飛烏時代に属
じょうご

するものとしては、須恵器の大籾の若、漏斗形の蓋
すず、J

が特筆できるものてす。まな硯には脚部に4弁の花

の形に透かしをあげたものがあります。古団時代に

属する土師器、須恵器は、主に沼沢地の堆積土か

ら出土しました。

土馬 ：馬をかたどった土製品です。頭部のみ出土
らっかん

しました。耳を表現し、たてがみ祁分は2列の竹管
じょう

状工具による装飾があります。
,. ，がI• . Jo\•I-: 

工房関連資料 ：ガラス小玉鋳刑、鋳型、水品、軸
平くだま うるし

贔五遥鼠、脱珀屯、多はの様が付着した須恵

器高杯が出土しています。これら生産関連の珀且

や原材科、製品の出土は、周辺に工房が存在する

-とを想定させるものです。
かゲとき うすだ←

石製品： 滑石製の小甚、臼玉、円盤等がw，こ上して
います。これらは古積時代のもので， 。

木簡： 91点出ばしましたc文字は判読できませんで

した。

まとめ

こ隣"”a＼ 

ノ`1 5 • l6次調査に引き続き、石神追跡北側には飛

烏時代の辿梢は希博であるということが明らかになり

ここでの土地利用の ••面をうかがい知ることがで

ますc

調究lヌ周辺の沼沢地の規模は未だ明らかではあ

りませんが、今圃求料の一部が明らかになりました。

沼沢地は、古墳時代中期には埋没が進み、飛島時

代初頭に平坦に整地され、最終的に消滅しました。

その後、石神追跡に関退する施設が展開していき

す。調飽こより自然、人間による地形の変化、改変

を者える•tt朴を得ることができました。

迫物には、砕殊な用途に朋いたものが存在して

まヽす。主な供給元である石神辿跡や周辺の追跡

の性格の一錨をうかがうことがで

発村ll調在を進めていく必要があり

。
今後、北桐ljに存在がjit測される1固倍lll田誼との

閲係や、出土迫物から推測できるエ局の存在とい

た、より詳糾lな石神辿跡の実態を明らかにするためい

。
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